
令和 5 年度 国際漁業資源の現況 25 マカジキ 中西部北太平洋   

© 2024 水産庁 水産研究・教育機構 
25― 1 

マカジキ 中西部北太平洋 
（Striped marlin Kajikia audax） 

 
 

管理・関係機関 
中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC） 
北太平洋まぐろ類国際科学委員会（ISC） 

最近の動き 
最新の資源評価は、2023 年 4 月に ISC かじき類作業部会に

よって実施された。資源評価の結果、2020 年の資源状態は乱
獲状態にあり、過剰漁獲されているとされた。2019 年 12 月の
WCPFC 年次会合では、本資源の暫定的な資源回復目標を、
2034 年までに少なくとも 60％の確率で 20％SSBF=0 を達成す
ることとし、当該回復目標を達成するための保存管理措置の改
正を今後検討するとした暫定再建計画が合意された。ISC は、
2023 年の資源評価結果を用いて、資源再建計画に応じた将来

予測を実施し、2024 年の WCPFC 科学委員会に報告する予定
である。一方、ISC は、資源評価の結果に様々な不確実性が含
まれていることを指摘しており、2023 年 12 月の WCPFC 年
次会合における議論を経て、2024 年に資源評価の外部査読を
行うこととなった。 

 

利用・用途 
刺身、寿司で生食されるほか、切り身はステーキや煮付けと

される。 

漁業の概要 
北太平洋における本資源の漁獲の大半は我が国によるもの

である（図 1、表 1）。総漁獲量は 1970 年以降、減少傾向を
示し 2022 年は 1,450 トンまで減少した（図 1、表 1）。近年
5 年間は 1,450 から 2,524 トンで推移し、平均は 2,017 トンで
ある（表 1）。 

北太平洋における我が国の本資源の漁獲量は、1970 年代に
は 1 万トンを超えていたが、その後減少を続け、2022 年の漁
獲量は 761 トンにとどまっている（図 1、表 1）。本資源を漁
獲する漁業は、はえ縄または流し網によるものが大半であるが、
一部は突きん棒やひき縄でも漁獲される（図 2）。大目流し網
は、公海上での操業が一時停止となったため、1993 年から排
他的経済水域内のみでの操業を行っている。漁獲のほとんどは、
マグロ類を対象としたはえ縄操業の混獲である。釧路沖、常磐
沖、房総沖、南西諸島等では、季節に応じてはえ縄、突きん棒
及び流し網等複数の漁法によって、周年本資源を主対象とした
操業を行っている。 

生物学的特性 
【資源構造】 
太平洋のマカジキは外部形態の比較から南北太平洋の 2 系
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図 1. 北太平洋におけるマカジキの国・地域別漁獲量 
（ISC集計分）（1951～2022年、ISC 2023a） 

国／年 2018 2019 2020 2021 2022

日本 1,280 1,510 1,390 1,118 761
韓国 70 48 60 66 66
台湾 362 407 387 302 330
米国 477 559 345 255 293
合計 2,188 2,524 2,182 1,741 1,450

表 1. ISCに報告された北太平洋のマカジキの近年の国・地域
別漁獲量（トン、2018～2022年、ISC 2023a） 
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図 2. 北太平洋におけるマカジキの我が国の漁法別漁獲量
（1951～2022年、ISC 2023a） 
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群があると考えられていたが、DNA 分析結果から北太平洋で
は遺伝学的に異なる二種類の系群があることが示された
（McDowell and Graves 2008、Purcell and Edmands 2011、
Mamoozadeh et al. 2020）。WCPFC において、中西部北太平
洋のマカジキは、ISC が資源評価を行う太平洋北資源（20 度
以北）に定義されていない（WCPFC 2019）。しかし、資源評
価は、ISC かじき類作業部会が実施している。 

 
【分布と回遊】 
はえ縄における単位努力量当たりの漁獲量（CPUE）の空間

的分布から、太平洋における本資源の空間的分布は、熱帯太平
洋の中西部海域を取り囲む馬蹄形をなすことが古くから知ら
れている（図 3）（Squire and Suzuki 1990）。しかし、回遊
に関する知見は、南半球に偏っている（Sippel et al. 2007、
2011、Holdsworth et al. 2009）。北太平洋における回遊の詳
細は不明であるが、最新の研究結果により、南半球から北半球
へ回遊する個体が確認された（Lam et al. 2022a）。一方、鉛
直方向の分布についてみると、本資源は主に混合層に分布し、
夜間は表面近くに留まり、日中は混合層の底近くに分布する
（Lam et al. 2015）。また、本資源は 20℃を超える水温帯を
好み、鉛直方向にも海面水温（SST）から約 8℃以内の水温帯
の水深に留まることが確認されている（Lam et al. 2015、
2022b）。 

 

【成長と成熟】 
本資源の年齢別体長（下顎叉長）は、約 4 か月で 104 cm、

最大で 214 cm と推定されている（Sun et al. 2011）。しかし、
この研究結果は、サンプリングされた海域が台湾近海に偏って
おり、南太平洋や東部太平洋など、他の海域での研究結果と大
きく異なっている（Melo-Barrera et al. 2003、Kopf et al. 2011）。
これらの海域間の差異は、海域ごとに成長が異なるためと考え

図 4. 資源評価に用いたはえ縄の資源量指数（CPUE） 
黒丸は標準化された CPUE、エラーバーは任意に設定された変動係数を示す。資源評価に用いた CPUE は、 
日本のはえ縄（S01、S02 及び S05）と 1995 年以降の台湾のはえ縄（S04）である。 

図 3. 太平洋におけるマカジキの分布域（桃色）と主要漁獲域
（青色） 
現在マカジキを主対象とした漁業はごく小規模な沿岸漁業に
限られている。流し網のモラトリアム以降、マカジキは主に
はえ縄によって漁獲される。 
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られているが、近年の耳石を用いた年齢査定の結果では、少な
くとも南太平洋と東部太平洋の間では、若齢魚の成長が類似し
ていることが報告されている（Shimose and Yokawa 2019）。 

成熟についても海域によって異なり、台湾近海では 181 cm
（約 5 歳）、ハワイ近海では 161 cm 前後（3～4 歳）で約 50％
の個体が成熟すると報告されている（Chang et al. 2018、
Humphreys and Brodziak 2020）。本資源は、仔魚の採集地点
の分布状況から、4 月から 9 月にかけて、中西部太平洋（北緯
30 度～0 度にかけての海域）で産卵していると考えられる
（Nishikawa et al. 1985、Ijima and Jusup 2023）。東部太平
洋からの卵、仔魚の採集報告はない。本資源の成長と成熟に関
する知見については、海域間で一貫性のある結果が報告されて
いないため、ISC は、共同で生物学的研究を進めている（ISC 
2020）。 

資源状態 
最新の資源評価は、2023 年 4 月に ISC かじき類作業部会に

よって実施された（ISC 2023b）。 使用したモデルは統合モ
デルの Stock Synthesis 3.30（SS3；Methot and Wetzel 2013）
である。本資源評価は、2019 年の資源評価をもとに、成長式
の設定、漁獲データ、サイズデータ、資源量指数が更新された。
モデルの設定については、データの重みづけ手法や漁具の選択
率、加入の仮定等が変更された。資源評価に用いた CPUE は、
日本のはえ縄と 1995 年以降の台湾のはえ縄である（図 4）。 

推定された 1 歳以上の総資源量は、1977 年から 1993 年に
かけて 10,000 トンから 20,000 トンで変動し、その後減少し
て、近年は 10,000 トンを下回って推移している（図 5a）。推
定された産卵親魚量（SSB）は、1977 年から 1993 年にかけて
最大持続生産量（MSY）前後で推移していたが、その後大きく
減少し、近年まで 1,000 トン前後で推移している（図 5b）。
推定された加入量は、1977 年から 1993 年にかけて、500 千
尾程度で変動を繰り返したが、その後は近年まで卓越した加入
群が出現していない（図 5c）。SSB が 1990 年代半ばに大幅
に減少してその後回復しなかった原因としては、漁獲死亡係数
の増加と加入量の減少が考えられる（図 5d）。これらの結果
を踏まえ、ISC は、現在の資源状態は乱獲状態にあり、かつ漁
獲は過剰漁獲にあるとした。しかし、ISC は、今回の資源評価
結果には多くの不確実性があることを認識し、2024 年に外部
の査読を実施することに合意した。 

将来予測の評価期間は、2021 年から 2040 年の 20 年間とし
た。評価する管理シナリオは、2 種類の加入シナリオを仮定し、
一定の漁獲圧と一定の漁獲量シナリオを組み合わせて、計 20
種類のシミュレーションを実施した。将来予測の結果を見ると、
一定の漁獲圧で管理する場合、加入量は、資源が 20％SSBF=0

（漁獲がなかった場合の SSB の 20％）まで回復する可能性に
大きく影響した。親子関係を考慮したシナリオでは、現在の漁
獲圧（F(2018-2020)）でも管理目標に到達しなかった（図 6a）。近
年の低加入シナリオでは、最も低い漁獲圧（F30％）シナリオで
のみ SSBMSY を上回った（図 6b）。一定の漁獲量で管理する場
合、低加入であっても 2,400 トン以下の漁獲量を維持すれば、
管理目標を達成した（図 6c）。これらの将来予測の結果から
ISC は、近年の漁獲水準（2018～2020 年平均で 2,428 トン）
を上回らないようにすべきと勧告した。また、ISC かじき類作
業部会は、資源再建計画に対応するため、より詳細な将来予測
を 2024 年に実施する予定である。 

管理方策 
2010 年の WCPFC 年次会合では、各国・地域が漁獲量を、

2000～2003 年の最高漁獲量から 2011 年は 10％、2012 年は
15％、2013 年以降は 20％削減することが合意された（WCPFC 
2010）。2019 年の WCPFC 年次会合では、資源評価の結果を
受けて暫定的な資源回復計画に合意した。当該計画では、本資
源の暫定的な資源回復目標を、2034 年までに少なくとも 60％
の確率で 20％SSBF=0 を達成することとした上で、当該回復目
標を達成するための保存管理措置の改正を今後検討すること
とされた。ISC は、2023 年の資源評価結果を用いて、資源再

図 5. 統合モデル SS3による資源評価結果（1977～2020年） 
（a）1 歳以上の総資源量（トン）、（b）産卵親魚量（トン）、
（c）加入尾数（千尾）、（d）漁獲死亡係数。b、d で示され
た緑の破線は、それぞれ 20％SSBF=0 に対応する産卵親魚量、
20％SSBF=0 を達成するために必要な漁獲死亡係数を示す。 
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建計画に応じた将来予測を実施し、2024 年の WCPFC 科学委
員会に報告する予定である。 
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マカジキ（中西部北太平洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

1,450～2,524 トン 
最近（2022）年：1,450 トン 
平均：2,017 トン（2018～2022 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

761～1,510 トン 
最近（2022）年：761 トン 
平均：1,212 トン（2018～2022 年） 

資源評価の方法 統合モデル（SS3.30） 

資源の状態 
（資源評価結果） 

B2020：7,339 トン 
SSB2020：1,696 トン、20％SSBF=0：3,660 トン（SSB2020/20％SSBF=0：0.46） 
F2020/F20％SSB(F=0)：1.09 
2020 年の資源状態は、過剰漁獲かつ、乱獲状態である 

管理目標 
暫定的な資源回復目標を、2034 年までに少なくとも 60％の確率で 20％SSBF=0 を達成
することとした上で、当該回復目標を達成するための保存管理措置の改正を今後検討す
る。 

管理措置 
各国・地域が漁獲量を、2000～2003 年の最高漁獲量から 2011 年は 10％、2012 年は
15％、2013 年以降は 20％削減 

管理機関・関係機関 WCPFC、ISC 

最近の資源評価年 2023 年 

次回の資源評価年 2028 年（2024 年に外部査読実施） 
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